
　

大阪府富田林市

昭和製線（株）
弁理士知財キャラバン支援企業ヒアリング

　    会社の方向を決める貴重な機会    　

１  昭和製線の事業について

聞き手 A　まず、御社の事業についてお話しいただけま

すか。

昭和製線　主に銅線を材料として、線を引き延ばす「伸線

加工」、線の表面への「メッキ加工」、その線を束ねる「よ

り線加工」をやっております。加工した商品は電子部品や

電線に使用されます。電子部品事業は主に片面プリント配

線板に挿入実装されるリード線やジャンパー線を生産して

います。電線用コンダクター事業は下請けになり、お客様

の要望に応じて必要な加工を施しています。電線の中に

入っている銅線には通電に必要な断面積が求められます

が、使用用途に応じて求められる屈曲性が異なります。あ

まり屈曲が求められない電線には太い素線を使用し、ロ

ボットケーブルなど高い屈曲性が求められる電線には細い

素線が使用されます。そこで、中の線を一本一本細くして

束ねていくという、我々の技術が求められるんですね。

　ちなみに、我々がやっているメッキは溶融メッキといい

ます。熱を使いメッキする技術で、いろんな薬品を使う電

解メッキと比べて環境に優しく、製造スピードが抜群に速

いので、コスト競争力もいい。品質も安定していると思い

ます。

　あと、最近は大阪府立大学さんと組んで、ナトリウム二

次電池の共同研究をスタートさせました。我々が培ってき

た技術を生かしつつ、これから世の中に必要とされるもの

を開発していきたいと思います。

聞き手 A　ナトリウム二次電池というのは、これからの

ものなのでしょうか？

昭和製線　そうですね。これから伸びると予想されていま

す。現状の材料が抱える問題点を、我々の技術を生かして

改善できればすばらしいと思います。大阪府立大学さんは

技術を改善したいという相談にどんどん答えてくれますの

で、非常にありがたく思っています。

聞き手 A　知財キャラバンのコンサルティングを受けよ

うと思われたきっかけは？

昭和製線　MOBIO（ものづくりビジネスセンター大阪）

でした。セミナーを通じこれからの中小企業には、特許を

持つことが非常に有利であることを知りました。それで、

特許について勉強したいと思い、MOBIO の特許に関する

セミナーにいくつか参加しました。そこでこのキャラバン

を教えていただいた次第です。

聞き手 A　特許についてもっと知りたいと思ったわけで

すね。

昭和製線　はい。特許取得に向けてどう取り組めばいいの

か。そもそも特許を取った方がいいのか。そこからのスター

トでした。

２  知財キャラバンの支援を受けた感想

聞き手 A　では実際に、知財キャラバンのコンサルティ

ングを受けてみていかがでした？

昭和製線　非常に勉強になりました。どういう部分を特許

化すると、どんなメリットが得られるのか。いろいろと理

解を深めることができました。

　特許に関心を抱いた背景には、既存事業に対しての危機

感があります。新しいことをやっていかないと生き残るの

は難しいですよね。それもあって権利化した技術や商品を

持ちたいと思うようになりました。ただ、持つだけで満足

していてはだめで、売上に繋がらないと意味がない。です

ので、先ずは、この分野の専門的な会社だと見てもらえる

ような特許を取得することをターゲットにしていこうと思

います。

聞き手 A　「専門的な会社と見てもらえる」とは？

昭和製線　我々の扱う商品の購入を検討されているお客様

が、商品を探している時に問い合わせてみようかな、と思

われる会社になるということです。検索サイトから検索頂

く際、専門性をアピールできるようが問い合わせを頂く可

能性が高まります。いわゆる「プル型営業」のことです。

一方的に売ろうとするスタイルだと目先の話にしかなら

ず、結局、売値の交渉だけで終わってしまう。動きまくっ

た揚げ句に安売りしなきゃいけないのは大変辛い営業スタ

イルです。それはやめてホームページや口コミを通じて、

我々の技術を必要としている方にアピールさせていただ

く。それが将来に繋がると考えています。

　この会社に聞いたら問題が解決するかも、と思っていた

だけたら幸いです。そこで特許を持っていると、かなり詳

しい会社だと見ていただけると思います。逆の立場で考え

るととりあえず聞いてみたくなります。特許があると営業

的効果もあると思います。

聞き手 A　ということは、御社の技術を他社が使えない

ようにするのが目的ではないのですね？

昭和製線　ええ。まずは営業的効果を上げるのが一番の目

的ですね。あとは、売上に繋がるように権利化できればと

【事業内容】
電線用導体の加工、プリント基板用
配線材（ジャンパー線等）の製造
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思います。

３  知財キャラバン支援の成果について

聞き手 A　３回のコンサルティングを受けたことで改善

された部分はありますか？

昭和製線　今のところはまだないですね。ただ、今回の知財

キャラバンはいい方向づけになりました。会社が進んだほ

うがいい方向が見えたことが最大の収穫だったと思います。

　弁理士さんとのお付き合いがない企業にとって、自社の

実情に即して特許についての詳しい話しをすることができ

たのは貴重な経験でした。

　また、最初にこの企業は何に困っていてどうしたらいい

かといったことについて聞いていただけるので、こちらの

話がしやすくなりました。１回目、２回目とあって、３回

目で、そういうレポートをいただけるということでしたの

で、そういう目線で見たときに、こういうふうな見方をし

ていただけるのかと。ですから、３回という回数はちょう

ど良かったと思います。

　弁理士さんには１カ月半〜２カ月おきに来ていただいた

んですが、それもちょうど良かった。それより期間が詰まっ

ていると、慌ただしく動き回っている中小企業が対応する

のは難しいんですよ。

聞き手 A　特許を出願しない方がいいという話もありま

したか？

昭和製線　はい。この部分を出願すると、全部出す羽目に

なるという話はありましたが、出願の仕方を工夫すればそ

のようなことを回避できるというアドバイスと具体的な説

明をいただき、納得しました。

　これからは、社内や同業者の仕事が楽になるようなアイ

デアを権利化したいですね。

聞き手 A　社内体制や取り組み姿勢に変化はありますか？

昭和製線　研究開発室を作りました。まだ２年も経ってい

ませんが、会社として意気込みを示すことができたかなと

思います。

聞き手 A　なるほど。知財キャラバンのコンサルティン

グを、知り合いに勧めたいと思いますか？

昭和製線　月に一度、関西の同業界の人間が集まる場があ

りまして、そこで知財キャラバンをご案内したいと思いま

す。集まる面々は技術に詳しい方なのでものすごく興味を

持つと思います。まずは講演形式で、特許や知的財産に関

してお話いただくと良いと思いますね。個人的にはこの

キャラバンを積極的にお勧めしたいのですが、やみくもに

話したところで相手が必要としているかどうかわからな

い。必要かどうか判断できる人たちがいる場でお話いただ

くのが一番効率的だと思います。

聞き手 A　そういう集まりがあったら、ぜひ対応させて

いただきたいと思います。

昭和製線　我々としても無料で話が聞けるのは願ったりか

なったりです。中小企業は金銭的に余裕がないので、ハー

ドルが低くないと一歩を踏み出せないんです。そういう意

味で、知財キャラバンは素晴らしいと思います。

聞き手 A　ありがとうございます。我々も広報活動にお

金をかけるのに限界があり、まだまだ十分に認知されてい

ない状況なんです。

昭和製線　結局、浅く広く告知するよりもターゲットを

絞った方が効率は良いと思います。

聞き手 A　他にご要望はありますか？

昭和製線　要望ではないのですが、中小企業が持っている

多彩なノウハウを標準化できたら素晴らしいと思っていま

す。中小企業って標準化が苦手で、後継者もいないから素

晴らしい技術がその代で途絶えてしまう可能性が高いんで

す。ですから、技術を文書化するなどして継承していく必

要がある。技術を権利化しておくと、会社がなくなっても

技術を売ることができるんですよ。それが分かっていると、

良いかたちで廃業できますし、その技術を欲している別の

会社も出てくるでしょう。

　実際、消えていく会社は多いですし、Ｍ＆Ａも盛んなの

で、権利化については多くの中小企業が興味を示すと思い

ます。

聞き手 B　御社には製造方法やノウハウがたくさんあり、

ふだん気付いていない知的財産があるのは事実で、今回の

キャラバンを通じて、いろいろな面からの気付きがあった

と思います。ぜひ、御社だけでなく関連の業界の方にもそ

ういう気付きをしていただければ、御社関連業界ひいては

関西全体の産業の発展にも繋がると思いますので、ぜひよ

ろしくお願いいたします。

昭和製線　ありがとうございます。弁理士さんとはもっと

いろんなことができそうな気がします。今回来ていただい

て実感しました。

弁理士知財キャラバン支援企業ヒアリング

同一断面積で曲がり易いケーブル ジャンパー線が実装されたプリント基板


